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資料３

１．安田女子大学のある広島市

• 広島県広島市に位置する女子大学
• 広島県人口：２８４万人
• 広島市人口：１１８万人
• 広島市に本社
のある上場企業数

１９社

（全国第２５位）

安田女子大学
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広島が本社の東証一部上場企業

証券コード 株式会社名 業種

1941 （株）中電工 建設

7601 （株）ポプラ 小売

7702 （株）ＪＭＳ 精密機器

8273 （株）イズミ 小売

8379 （株）広島銀行 銀行

9504 中国電力（株） 電気・ガス
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２．安田女子大学の概要

• 1905年創立 広島技芸女学校

• 学校訓 「柔（やさ）しく剛（つよ）く」

• 学生数
大学：６学部９学科 約３８００人

短大：２学科 約５００人
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３．２種類のインターンシップ

• 現代ビジネス学科主催
対象：現代ビジネス学部３年のみ

平成２４年度：１３５名参加（１４２名中）

単位付与

• 学習支援センター主催
対象：安田女子大学３年・短期大学１年

平成２４年度：１２５名参加

単位なし（平成２６年度より単位化の予定）
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大学・短大でのインターンシップの対象

大学学部・短大学科 学習支援センター
インターンシップ

現代ビジネス学科
インターンシップ

大学・文学部 ○

大学・教育学部 ○

大学・心理学部 ○

大学・現代ビジネス学部 ○ ○（単位付与）

大学・家政学部 ○

大学・薬学部 ○

短大・保育科 ○

短大・秘書科 ○
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４．現代ビジネス学科インターンシップ

• 大学３年時に実施
• 「インターンシップⅠ」「インターンシップⅡ」
（計４単位）

• 平成１7年開始（学部開設時より）
• 「インターンシップ」実施が特徴の学部
• 企業開拓・企業訪問・・・教員が担当
• 参加学生：１３５名（平成２４年度）
• 参加率：９５％～１００％

7

「インターンシップＡ」科目

• 現代ビジネス学科科目
• 大学３年前期、２単位
• 内容
インターンシップの目的・意義の理解

現在のマクロ経済環境と地域経済状況の理解

実習希望先の属する業界の研究と発表

実習先の研究

ビジネスマナーとビジネス文書の復習
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「インターンシップＢ」科目

• 現代ビジネス学科科目
• 大学３年後期、２単位
• 内容
夏期休業中に企業などで就業体験

実習目標の達成に関する確認

就業体験の報告書作成

インターンシップ報告会の企画・運営
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５．学習支援センターインターンシップ

• 大学３年時、短大１年時に実施
• 平成２３年学習支援センター開設
• インターンシップをキャリアセンターから移管
• 企業開拓・企業訪問・・・センター職員が担当
• 参加学生：１２５名（平成２４年度）
• 全学科が対象
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学習支援センターインターンシップ
年間スケジュール

• ５月 インターンシップ説明会

• ６月 学生と企業・地方公共団体とのマッチング

• ６月 インターンシップ事前講座（３回）
インターンシップの目的・意義の理解

実習先の研究

ビジネスマナーの研修（マナー指導専任講師）

• ８～９月 就業体験実施

• １１月 インターンシップ報告会

• １２月 就業力フォーラム企画・運営
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インターンシップ説明会（５月）
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インターンシップ事前講座（６月）
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デパートでの実習風景
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事務作業風景
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受入先でのプレゼン風景
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証券会社での座学風景
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インターンシップ報告会
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就業力フォーラム実行委員会
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６．受入先企業からの評価

• ビジネスマナーに関しては、事前教育を行っ
ており、評価は高い

• インターンシップに際し、とても真面目に取り
組むが、積極性に欠ける学生がいるという評
価

• 身だしなみについて、大学の制服を着用して
いる、髪を染めた学生がいない等、評価は高
い
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７．課題

• 年々インターンシップの希望者が増加するた
め、受入先を増やす必要がある
６４名（平成２３年）→１２５名(平成２４年）
他の大学のインターンシップとの競合

• 就業体験に対する学生の評価が低かった企
業への対応
無給の学生アルバイトのようなケース

• 希望の職種の企業でなかった学生への対応
希望の職種以外の職場での体験も大切
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